
 

◆姫街道の由来 
姫街道は、見付宿から御油宿まで、浜名湖の北岸を迂

回する東海道の脇往還です。現在は「姫街道」という名

前で親しまれていますが、この名前で呼び始めたのは、

幕末ごろからといわれています。 

江戸時代には、正式には「本坂通」と呼ばれていまし

た。当時は安間新田村（東区安新町）あるいは浜松宿（中

区連尺交差点）で東海道と分岐し、浜名湖北岸を通って

本坂峠を越え、御油宿あるいは吉田宿（豊橋）で東海道

と合流していました。本坂通には、市野宿、気賀宿、三

ヶ日宿、嵩山宿が置かれました。沿道には一里塚が配さ

れ、市野宿の西や三方原台地上には松並木が続いていま

した。気賀宿の東端には気賀関所が置かれ、新居関所と

同じく、「入り鉄砲と出女」の取り締まりが厳しく行われ

ました。 

◆あの人も姫街道を通った！ 
姫街道は古来から人々

の往来が盛んで、平安時代

には三筆の一人、橘逸勢が

通り、戦国時代には今川や

武田、徳川の軍勢の行き交

う道ともなりました。江戸

時代初期には徳川家康や

家光の上洛の道筋としても使われました。 

その後、東海道今切渡し航路が安定して東海道の往来

が盛んとなると、本坂通の利用者は少なくなっていきま

した。その状況が一変するのは、1707（宝永４）年の

大地震です。津波によって新居宿が被害を受けると、そ

れまで東海道を往来していた大名行列を始め多くの人々

が一挙に本坂通に押し寄せ、その後しばらくは本坂通も

賑わいを見せました。 

1718（享保 3）年には、徳川吉宗の母である浄円院

の一万人を超える行列が通り、1729 年には、将軍に献

上されるベトナムの大象が通りました。幕末には天璋院

篤姫が通ったとの記録もあります。 

 
◆保存されている姫街道沿線の文化財 

その後、明治期以降には

道路の付け替えや拡幅工

事が進み、現在は幹線道路

としての役割を果たして

います（県道磐田細江線、

国道 362 号線）。 

一方で宇藤坂、長坂、小

引佐から引佐峠にかけて

は江戸時代の道筋が残り、

往時の面影を偲ぶことが

できます。 

沿線には歴史を物語る道

標、秋葉常夜燈、石仏、石碑、

城跡などが多く残され、寺院

や神社には多くの文化財が

保存されています。三方原追

分から大谷坂の手前まで松

並木が続き、一里塚も残され

ています。小引佐や引佐峠か

らは浜名湖を眺望できます。

本坂峠には椿の原生林も保

存されています。 

 

◆ガイドブック片手に歩こう！ 
このたび、姫街道の歴史を振り返

り、交通機関や実際の歩き方も含め、

多くの写真や詳細な地図を用いて

沿線の文化財を紹介した『姫街道を

歩く』を刊行しました。販売窓口等

は、下記をご覧ください。 

あなたも姫街道を歩き、その歴史

や自然に触れてみてはいかがでし

ょうか？ 

 

 

本坂通（姫街道）の道筋

価格 400 円  

規格 Ａ5 判・128 ページ・カラー 

販売窓口 

 浜松市生涯学習課（文化財担当） 

 浜松市博物館本館・姫街道と銅鐸の歴史民俗資料館 

 中区を除く各区振興課（各区役所／※浜北区は「なゆた浜北」

３F・天竜区は壬生ホール・南区は総務企画課） 

三ヶ日公民館（※土日祝は、窓口休み） 



 

◆渋川ツツジがいよいよ見ごろです 
先月号でもご紹介しました「渋川つつじ祭り」が、５

月９日（土）から５月３１日（日）まで渋川つつじ公園

にて開催されています。 

五平餅などの物産展が

開かれ、週末には特設ステ

ージにて各種イベントも

行われます。美しいツツジ

の花と山頂からの眺めは、

さわやかなこの季節のお

でかけにおすすめです。 

 
周辺には、市指定天然記念物

「渋川のイチョウ」「渋川のボ

ダイジュ」や登録有形文化財

「凱旋紀念門」などの文化財も

あります。この機会に歴史ある

渋川のまちを散策してみて

は？  

チラシに関するお問合わせ先： 

渋川つつじ祭り事務局 

（TEL：053-545-0452） 

 
 

 

４月には、こんな調査活動などを行いました。 
 

8 日 東区恒武町 西宮遺跡工事立会い 

8 日 北区細江町 中川森遺跡踏査 

10 日 南区篠原町 国方遺跡工事立会い 

13 日 浜北区内野 井下石遺跡試掘調査 

15 日 北区三ヶ日町 尾奈地区分布調査 

18 日 東区和田町 木船廃寺跡試掘調査 

20 日 北区都田町 貴見寺東遺跡試掘調査 

22 日 北区三ヶ日町 ウズカ山貝塚踏査 

22 日 天竜区春野町 石切八幡神社所蔵和鏡写真撮影

27 日 天竜区春野町 若身城山城跡試掘調査 

 

 

 
■募集締め切り 5 月 31 日（日） 

浜松市指定天然記念物「浜松海岸のアカウミガメ及びその産卵地」

親と子のウミガメ教室 
7/18・7/25・8/8・8/29 の全 4 回 

※応募方法など詳細は、広報はままつ 5 月 5 日号に掲載 

ウミガメの産卵する海岸をきれいに･･･ 

 

 
 

 

◆鳥居松遺跡から出土･･･金装大刀とは？ 
金装大刀(たち)は、浜松市中区森田町

の鳥居松遺跡から検出された伊場大溝

（伊場遺跡から繫がる自然河川）の下層

から出土しました。刀身には若干の欠損

がみられるものの、本来は完全な状態で

あったとみられ、柄にはこしらえが良好

な状態で遺存していました。 

円頭大刀の柄頭、柄間は、ともに国内

には類例のない珍しいものです。調査に

より、この大刀は朝鮮半島南部で製作された可能性が大

きいと考えられています。 

◆発掘速報展へ金装大刀を見に行こう！ 
発掘速報展では、鳥居松遺跡から出土した古代の金装

大刀や篠場瓦窯(しのんばがよう)から見つかった県内最

古の寺院瓦の鴟尾(しび)など、2003 年以降の浜松市内

における発掘調査の成果をご紹介します。 

■開催日時： 6 月 6 日（土）～7 月 12 日（日） 

午前 9 時～午後 5 時 

※休館日：毎週月曜日 

■開催場所： 浜松市博物館 特別展示室 

■観 覧 料： 大人 300 円、高校生 150 円、小中学生

以下と 70 歳以上の方など無料 

■主 催： 浜松市教育委員会 

（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所 

（財）浜松市文化振興財団 

■主な展示品： 

金装大刀（鳥居松遺跡）／木製漆塗鞍（中屋遺跡）

／鴟尾（篠場瓦窯）／木簡・墨書土器（梶子遺跡ほ

か）など総点数 500 点 

発掘調査報告会「遺跡が語るいにしえの浜松」 
県研究所職員を含め４人による最新発掘成果の報告会 
6 月 7 日（日）午後１時から 
博物館講座室（要観覧料） 

展示解説「地下に眠る浜松の至宝を語る」 
浜松市生涯学習課（文化財担当）職員による展示解説 
7 月 5 日（日）午後 2 時から 
特別展示室内（要観覧料） 

※報告会と展示解説は、いずれも申込み不要です。
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たくさんの文化財が沿線に点在する姫街道ですが、わたしは部分的に車で通ることはあっても、実はまだ、通して歩いた

ことがありません。最近は「街道ウォーキング」がひそかな（？）ブームの模様。あの篤姫も通ったらしい姫街道、過ご

しやすくなってきたこの季節に、運動不足解消も兼ねて、少し歩いてみようかなと思います。 

◆海岸防災林管理広場清掃 
職員８人で、海岸防災林管理
広場の清掃を行いました。 

◆ウェルカメクリーン作戦 
約７千人の参加者で、海岸の
ゴミ拾いをしました。 


